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今
月
の

お
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ら
せ
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fo

rm
a
tio
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試　

験

　

次
の
と
お
り
、平
成
31
年
度
只
見
町
職

員（
高
卒
程
度
・一
般
事
務
職
）採
用
候
補

者
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
・一
般
事
務
職　

若
干
名

●
受
験
資
格（
学
歴
不
問
）

　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

●
試
験
の
方
法

①
１
次
試
験

教
養
試
験
、一
般
性
格
診
断
検
査
、職
場

適
応
性
検
査
、事
務
適
正
検
査

②
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
）

　

小
論
文
、面
接
に
よ
る
試
験

●
１
次
試
験
の
日
時
、会
場

①
日　

時

　
・９
月
16
日（
日
）

　
・
午
前
９
時
受
付
〜
午
後
２
時
30
分

②
会　

場

　

福
島
県
立
田
島
高
等
学
校

　
（
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原
２
６
０
）

●
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間

①
申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課
及
び
朝
日
、

明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
ま
す

(

郵
送
に
よ
る
場
合
は
１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
用
封
筒
角
二

号
を
添
付
す
る
こ
と
）。

②
申
込
方
法

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課
に
持
参
又

は
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る（
い
ず
れ
の

場
合
も
82
円
切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の

返
信
用
封
筒
長
三
号
を
添
付
す
る
こ

と
）。

③
受
付
期
間

平
成
30
年
６
月
18
日
か
ら
８
月
10
日

ま
で（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、８
月
８
日

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
）。

●
問
合
せ
先

　

只
見
町
役
場
総
務
課

　

☎
０
２
４
１（
82
）５
２
１
０

　

次
の
と
お
り
、平
成
31
年
度
南
会
津
地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
職
員
採
用
候
補

者
試
験（
高
卒
程
度
）を
行
い
ま
す
。

●
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
・
消
防　

男
女
若
干
名

※

消
防
署
等
で
消
火
・
救
急
・
救
助
火
災

予
防
等
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。原
則

と
し
て
深
夜
業
を
含
む
交
代
制
勤
務

と
な
り
ま
す
。

●
受
験
資
格（
学
歴
不
問
）

①
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
免
許

を
除
く
）の
取
得
者
又
は
取
得
見
込
者
。

③
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

④
地
方
公
務
員
法
第
16
条（
欠
格
条
項
）

に
該
当
し
な
い
者

●
試
験
の
方
法

①
第
１
次
試
験（
高
卒
程
度
）

　

教
養
試
験
及
び
適
性
検
査

②
第
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
）

　
・
個
別
面
接
及
び
作
文
試
験

　
・
体
力
測
定

　
・
身
体
検
査

●
試
験
の
日
時
、会
場

①
１
次
試
験

　

９
月
16
日（
日
）午
前
９
時
受
付

②
会　

場

　

福
島
県
立
田
島
高
等
学
校

　
（
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原
２
６
０
）

●
受
験
手
続
き

　

申
込
用
紙
は
、南
会
津
地
方
広
域
市
町

村
圏
組
合
事
務
局
及
び
消
防
本
部
・
消
防

署（
出
張
所
・
分
遣
所
）で
交
付
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、事
務
局
ま
で
提
出

し
て
下
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

７
月
11
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で（
執
務

時
間
中
に
限
り
ま
す
）。郵
送
の
場
合
も
８

月
10
日
必
着
で
す

●
問
合
せ
先

詳
し
く
は
、南
会
津
地
方
広
域
市
町
村

圏
組
合
事
務
局
ま
で

☎
０
２
４
１（
62
）０
０
５
４

　

次
の
と
お
り
、平
成
31
年
度
南
会
津
地

方
環
境
衛
生
組
合
職
員
採
用
候
補
者
試

験（
高
卒
程
度
）を
行
い
ま
す
。

●
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

　
・
技
能
労
務
職　

若
干
名

●
受
験
資
格（
学
歴
不
問
）

①
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

②
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

只
見
町
職
員

（
高
卒
程
度
・一
般
事
務
職
）

採
用
候
補
者
試
験
を
行
い
ま
す

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を

行
い
ま
す（
高
卒
程
度
）

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合

採
用
候
補
者
試
験
を

行
い
ま
す（
高
卒
程
度
）

③
地
方
公
務
員
法
第
16
条（
欠
格
条
項
）

に
該
当
し
な
い
者

●
試
験
の
方
法

①
第
１
次
試
験（
高
卒
程
度
）

　

教
養
試
験
及
び
各
種
検
査

②
第
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
）

　

小
論
文
及
び
個
別
面
接

●
試
験
の
日
時
、会
場

①
第
１
次
試
験

　

９
月
16
日（
日
）午
前
９
時
受
付

②
会　

場

　

福
島
県
立
田
島
高
等
学
校

　
（
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原
２
６
０
）

●
受
験
手
続
き

　

申
込
み
用
紙
は
、同
組
合
及
び
西
部
環

境
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
ま
す
の
で
、必
要
事

項
を
記
入
の
上
、提
出
し
て
下
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

７
月
11
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で（
執
務

時
間
中
に
限
り
ま
す
）。郵
送
の
場
合
は
８

月
８
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り

受
け
付
け
ま
す
。

●
問
合
せ
先

詳
し
く
は
、南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組

合 

総
務
課
ま
で

　

☎
０
２
４
１（
67
）２
４
８
０

7
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
固
定
資
産
税（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
７
月
分
）

●
介
護
保
険
料（
１
期
）



 １日 森林管理署南会津支署長来庁、
  只見町農業再生協議会総会
 ２日 全日本バレーボール小学生大会・会津大会
 ３日 蒲生岳開山式、塩沢・山の幸山菜まつり、
  ブナ林フォーラム実行委員会
 ４日 議案検討庁議、郡山国道事務所長来庁、
  県議等との懇談会（福島市）
 ５日 福島県町村会定期総会、
  福島県鉄道活性化対策協議会総会（福島市）
 ６日 ブナセンター運営委員会、只見ユネスコエコパーク連絡

調整会議、朝日診療所医師等との懇談会
 ７日 只見川ライン観光協会総会、
  奥会津五町村活性化協議会定例総会、
  只見川電源流域振興協議会定例総会（柳津町）
 ８日 只見高等学校振興対策会議総会
 ９日 全国植樹祭レセプション（いわき市）
 １０日 全国植樹祭（南相馬市）

〈6月分〉

 １１日 百歳賀寿贈呈式、気象庁長官から感謝状伝達式、
  南会津建設事務所長来庁、
  福島県指定文化財指定書贈呈式
 １２日 只見町議会６月会議（～１５日）
 １３日 消防操法競技大会出場選手激励
 １４日 ＪＲ東日本仙台支社長来庁
 １５日 只見線会津川口・只見間鉄道復旧工事起工式
  （金山町）
 １９日 ＪＲ東日本本社次長来庁、臨時庁議
 ２０日 南会津地方町村長視察研修（～２２日高知市・徳島市）
 ２４日 浅草岳山開き、頑張ろう東日本！つながれつながれ只見

線歌と踊りのチャリティショー
 ２５日 一級河川只見川河川整備促進期成同盟会総会
  （於:金山町）
 ２７日 福島県知事との意見交換
 ２９日 只見町職員労働組合定期大会
 ３０日 佐藤信秋参議院議員との懇談会（柳津町）

平成30年度の助成テーマが決定！
「自然首都・只見」学術調査研究助成金事業
　「自然首都・只見」学術調査研究助成金事業は、只見町の自然環境・生物多様性、歴史、民俗、産業に関する
調査研究を行う研究者に対して助成し、それらの価値を科学的に明らかにすることで「自然首都・只見」ブラ
ンドの向上を目指すものです。さらに、各研究機関との交流の推進、研究成果の活用も期待されます。今年度
は、審査の結果、下記の５件について助成を行うことが決定しました。
　なお、この事業は只見町ブナセンターと連携して行います。町内で只見町ブナセンターの腕章・ロゴを付け
た研究者や車両を見かけましたら、本事業による調査中ですので、皆さまのご理解とご協力をお願いいたしま
す。年度内には研究成果発表会を開催し、町民の皆さまに研究成果をご報告いたします。

【お問合せ】　只見町役場地域創生課ユネスコエコパーク推進係
　　　　　　℡．０２４１（８２）５２２０

研究テーマNo. 所　属研究者代表

西坂　志帆

菊地　　賢

庭野　元気

桑原　隆明

目黒　周作

横浜国立大学大学院

希少種保全研究会

新潟大学

茨城キリスト教大学

茨城キリスト教大学

福島県只見町における地表徘徊性甲虫類調査

多雪地域におけるブナの
個体間・個体内での展葉フェノロジー
只見地域における
森林植生の遷移系列・動態と攪乱様式
伊南川の河川攪乱が
ハリエンジュとヤナギ類の分布に及ぼす影響

只見町の植物資源における機能性物質の探索と応用

１

２

３

４

５



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

★明和振興センターではリクエストも随時受付していますので、
ぜひご利用ください。

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

（5月２６日～6月２５日届出分）敬称略

▽
４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
２
０
１
８
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
ロ
シ
ア
大
会
が
日
本
時
間

の
６
月
15
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。放
送
時
間
が
深

夜
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、寝
不
足
と
い
う
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
日
本
代
表
に
お
い
て
は
、前
評
判
を
覆
す
活
躍

を
見
せ
、グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
を
２
位
で
勝
ち
上
が

り
、２
大
会
ぶ
り
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
で
進

み
ま
し
た
。決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
惜
し
く
も

ベ
ル
ギ
ー
に
敗
れ
ま
し
た
が
、ベ
ス
ト
16
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

▽
Ｗ
杯
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
と
も
に

只
見
町
の
気
温
も
上
昇
し
、６
月
下
旬
ご
ろ
か
ら

は
一
気
に
30
度
を
超
え
る
真
夏
日
と
な
り
ま
し

た
。Ｗ
杯
疲
れ
な
ど
に
よ
る
夏
バ
テ
に
皆
さ
ん
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

（
三
瓶
）

明和振興センター
図書室☎86-2111

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
長谷部　ヨシミ 94歳 叶　津
目　黒　岸　夫 72歳 只　見
藤　田　ヒサコ 80歳 只　見
目　黒　ユリ子 87歳 小　川

■お誕生おめでとうございます
青　木　結依子（女／喜 幸・陽 子）小川
後　藤　李　凪（女／洋 英・  彩  ）黒谷
若　山　　　元（男／ 隆 ・由香里）黒谷

■ご結婚おめでとうございます
福　井　五十嵐一幸♡赤塚　美香　長　浜
大　倉　横田　尚也♡目黒みなみ　只　見
布　沢　藤沼　航平♡山﨑　祐紀　栃木県

ゆ  い  こ

り　　 な

　　　げん

人　口　４，２６７（＋　３）
　男　　２，０９８（＋　４）
　女　　２，１６９（－　１）
世帯数　１，８６４（＋　１）
高齢化率　　　４５．５０％

転入 15　　転出 6　　出生 1　　死亡 7

平成30年6月1日現在

生涯学習サポーター
浅野リサ

　敵と戦うのではなく、武器そのも
のをみんなが笑顔になれるものに
変えてしまう。そんな特技をもった、
全く新しいタイプのヒーローが誕生
しました。その名も「ハイタツマン」！
　この一風変わったヒーローを生
み出したのは、「アキレスケンさん」。
今まで絵本に触れる生活をしてい
たわけではなく、ふとしたことから絵
本に向き合ったいう異色の作家さ

んです。平和への思いをこめたという『星のゆうびんやさん ハイ
タツマン』女の子に「世の中が平和になるように、願いを届けて」
と頼まれたゆうびんやさんが、流れ星の力を借りて「ハイタツマ
ン」に変身する物語です。

アキレスケン/著（牧歌舎）

住野よる/著（KADOKAWA）

★青くて痛くて脆い

★星のゆうびんやさんハイタツマン

　『君の膵臓をたべたい』でデ
ビューし、本作『青くて痛くて脆い』
は初めて大学生を登場人物とした
作品であるとともに、ファンタジー色
の強い過去作と一線を画し、「社会
人になる数か月前」という不安定な
時期の揺れ動く心情をリアルに描
いた物語となっています。誰もが抱
える心の小さな穴や、思春期のモヤ
モヤした感情をすくい上げるような

作風はそのままに、若い世代だけでなく“思春期との決別”を経
験した人々にとっても響く作品となっています。


